
主な内容
・環境美化条例が施行して l年……………2
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・市駐輪場はマナーを守って……・・…・……5

大村市出身の大相撲力士、出羽ノ富士 (今富町出身)

と金の海 (東大村 1丁目出身)=いずれも出羽海部屋=

を招いて「一日相撲塾」が3月27日、改修された岩松公

園の相撲場で開かれました。

この相撲塾は 、市相撲協会の招きで実現したもので、、
し こ

約100人の小学生が白いまわしをつけて参加。「四股の踏

み方」や 「そんきょJIすり足」などの基本を習った後に、

いよいよぶつかリげいこ O はじき飛ばされたり、つまみ

出されたりの姿に、土俵の周りに詰めかけたおじいちゃ

んやおばあちゃんから、ゃんやの喝采を浴びました。

子ども相撲がさかんな大村市、これからも郷土力士の

活躍に声援を送りましょう。
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み
ん
な
の
手
で
ま
ち
を
き
れ
い
に

環
境
美
化
条
例
は
、
市
・
市
民
・
事
業
者
三
者
が
一
体
と
な
り
、

空
き
缶
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
ご
み
な
ど
の
ポ
イ
捨
て
を
な
く
し

て
、
緑
化
の
推
進
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
快
適
な
生
活
環
境
と
美

し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
を
目
的
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
が
施
行
さ
れ
て

1
年
が
た
ち
ま
し
た
。
以
前
よ
り
ま

ち
に
は
、
空
き
缶
な
ど
の
散
乱
が
少
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
道
路
上
や
公
園
・
空
き
地
な
ど
に
、
空
き
缶
の

ポ
イ
捨
て
な
ど
が
目
に
つ
き
ま
す
。

そ
こ
で
、
も
う
一
度
「
環
境
美
化
条
例
」
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
-
つ
。

捨てるのは簡単拾うのはたいへん
あなたはごみとー蕗に

マナーも捨てるんですか?

環
境
美
化
条
例
の
内
容
は
、

「空
き
缶
等
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
な

ど
の
ご
み
の
散
乱
防
止
」
「空
き
缶

な
ど
の
回
収
容
器
の
設
置
を
自
動

販
売
機
業
者
な
ど
へ
の
義
務
づ

け」
「緑
化
の
推
進
」
と
い
う
3
つ

の
柱
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

違
反
者
に
対
し
て
市
は
勧
告

・

命
令
が
で
き
、
従
わ
な
い
と
き
は

関
係
法
令
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま

す
。ま

た
、
自
動
販
売
機
を
設
置
し

て
い
る
業
者
お
よ
び
個
人
は
設
置

届
け
出
を
市
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
空
き
缶
の

散
乱
防
止
の
た
め
の
も
の
で
、
販

売
業
者
な
ど
は
回
収
容
器
の
設
置

義
務
が
あ
り
、
設
置
し
な
い
場
合

に
は
勧
告

・
命
令
が
行
わ
れ
、

こ

れ
に
従
わ
な
い
と
き
に
は
、
5
万

円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま

す
。市

で
は
、
各
地
区
に
環
境
美
化

推
進
員
を
配
置
し
た
り
、
ポ
イ
捨

て
禁
止
や
不
法
投
棄
禁
止
の
看
板

を
設
置
。
ま
た
緑
化
推
進
の
た
め、

花
の
種
子
セ

ッ
ト
を
小
・
中
学
校

に
配
布
す
る
な
ど
、

住
み
よ
い
環

境
情
つ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

L 

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

環
境
美
化
推
進
員
を

昨
年
か
ら
ご
み
の
な
い
ま
ち
を

目
ざ
し
て
、

市
内
に
環
境
美
化
推

進
員
を
初
名
委
嘱
し
て
、
環
境
美

化
活
動
に
対
す
る
指
導
や
美
化
意

識
の
啓
発

・
高
揚
な
ど
に
よ
り
、

き
れ
い
な
ま
ち
帆
つ
く
り
の
推
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
環
境
美
化
推
進
員
の

一
年
間
通
じ
て
の
感
想
を
一

部
紹

介
し
ま
す
。

V
空
き
缶
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
は
随

分
少
な
く
な

っ
た
と
思
う
。
弁
当

の
空
箱
な
ど
が
山
道
な
ど
に
見
ら

れ
る
。

V
人
に
見
ら
れ
な
い
場
所
で
の
不

法
投
棄
が
ひ
ど
い
が
、
市
民
の
環

境
美
化
に
対
す
る
意
識
が
だ
ん
だ

ん
と
強
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
機
会
に

P

R
を
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。

V
広
域
農
道
沿
線
の
空
き
缶
の
ポ

イ
捨
て
や
ゴ
ミ
の
散
乱
が
多
い
。

匂

d
e
g
i
s
g毒
E
e
s必
1

自動販売機の横には空き缶回収容器
の設置が、義務づけられています

不
法
投
棄
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

私
た
ち
は
快
適
な
生
活
環
境
の

中
で
暮
ら
す
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
。
し
か
し
、
一
部
の
心
無
い
人

た
ち
の
せ
い
で
環
境
が
汚
染
さ
れ

て
い
る
の
が
実
情
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

下
の
写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
市
内
の
あ
る
場
所
に
捨
て

ら
れ
て
い
た
ご
み
の
山
で
す
。

「不
法
投
棄
禁
止
」
と
は
っ
き

り
と
目
に
つ
く
よ
う
に
看
板
を
設

置
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご

覧
の
あ
り
さ
ま
で
す
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
ご
み
が
不
法

に
投
棄
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「み
ん
な
や
っ

て
い
る
こ
と
だ

か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
捨
て
ら
れ

霞
ら

1
、
円

A
P
寸

・1

-2-

る
人
が
大
半
と
思
い
ま
す
が
、
こ

う
い
う
考
え
で
は
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
ま
ち
は
き
れ
い
に
は
な
り
ま

せ
ん
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
心

掛
け
ひ
と
つ
で
ま
ち
は
き
れ
い
に

で
き
る
の
で
す
。

市
内
の
あ
る
場
所
に
捨
て
ら
れ
た

ゴ
ミ
の
山
。
不
法
投
棄
禁
止
の
看

板
、が
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず・•• 

不
法
投
棄
パ
ト
口

l
ル
員
を
配
備

現
在
、

市
内
に
は
い
く
つ
か

「不
法
投
棄
禁
止
」
の
看
板
を
掲

げ
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
不
法

投
棄
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
今
年
度
か
ら
は
市
お

よ
び
大
村
保
健
所
に
パ
ト
ロ
ー
ル

市
民
憲
章

(抜
粋
)

員
を
配
備
し
て
、
不
法
投
棄
者
が

判
明
し
た
場
合
は
、
警
察
と
も
連

携
を
と
り
あ
い
、
摘
発
に
あ
た
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

対
策
係

環
境
保
全
課
環
境

私
た
ち
大
村
市
民
は
、

水
と
緑
と
花
に
つ
つ
ま
れ
た

き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う



平成 8年 5月号広報おおむら

新しいまちづくりを目指して

オフィスパーク大村造成申!
=平成9年度分譲開始=

大村市は、世界初の海上空港を有し、高速道路の整備が、

なされ、近い将来は新幹線の建設と 、陸空の高速支通拠

点都市として大きな発展が期待されています。

このような状況の中で、本市は、「地方拠点法」により事

務所や研究所などの産業業務施設の立地を進め、地方への

定住の中心となるような拠点都市づくりを行うオフィスア

ル力デ、ィ ア事業の全国第 1号指定を受けました。現在、地

域振興整備公団が、32.9ヘクタ ルを造成しています。

今回は、 オフィスパーク大村の概要と主要設備を紹介し

ます。
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こ
の
事
業
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
企
業

の
立
地
に
よ
り
雇
用
の
確
保
な
ど

に
よ
る
経
済
的
な
拡
大
を
図
り
、

活
き
活
き
と
し
た
ま
ち
、つ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

-
概
要

・
所
在
地
H
大
村
市
原
町
、
雄
ケ

原
町
、
池
田
2
丁
目

-
位
置
H

市
中
心
市
街
地
か
ら
北

東
約
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

-
規
模
H
全
体
面
積
泣

・
9
ヘ
ク

タ
ー
ル
(
う
ち
分
譲
面
積
回
・
5

ヘ
ク
タ
ー
ル
)

-
交
通
ア
ク
セ
ス
H
長
崎
空
港
ま

で
約
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
長
崎
自

動
車
道
大
村
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

ま
で
約
3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

J

R

大
村
駅
ま
で
約
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

圃
主
要
設
備

-
道
路
H
幹
線
道
路
幅
員
ロ
メ
ー

ト
ル
、
区
画
道
路
幅
員
9
・
お
メ

ー
ト
ル
を
整
備

-
公
園
H
都
市
公
園
と
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
パ
ー
ク
を
配
置

-
下
水
道
H
市
公
共
下
水
道
事
業

に
よ
り
整
備

-
上
水
道
H
市
簡
易
水
道
整
備
事

業
に
よ
り
給
水

-
電
力
・
電
話
H
九
州
電
力
お
よ

び
N
T
T
に
よ
る
供
給
で
、
地
区

内
は
地
下
埋
設
予
定
。

平
成
8
年
度
か
ら
、

電
力
・
通

信
な
ど
の
地
中
埋
設
工
事
に
併
せ

て
、
上
下
水
道
工
事
、
法
面
保
護

工
事
、
防
災
調
整
池
建
設
工
事
な

ど
を
行
い
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。方フィスパーク大将の男学をしませんか

「水 -土地 ・交通アクセス ・人材・地価などに加

えて、 情報の発信性、集客性が富んでいる団地」と

して企業には好評です。

グループ ・会社などで見学を計画してください。

工事中ですが、危険のない範囲でご案内します。

オフィスパーク大村ヘ

立地希望の会社の情報を

完
成
予
想
図

現在、環境の整った団地への立地希望会社の情報を

求めています。ご一報ください。

問
い
合
わ
せ

オ
フ
ィ
ス
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
建
設
室

市
役
所
⑬

4
1
1
1
内
線

2
4
9

- 3-



市
が
建
設
し
て
い
た
新
市
民
プ

ー
ル
が
森
園
町
に
完
成
。
3
月
お

日
に
落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
プ

l
ル
は
、
長
崎
空
港
入
口

近
く
の
旧
森
園
公
園
跡
地
に
建

設、

m
m
(
9
コ
l
ス
)
の
公
認
プ

ー
ル
・
流
水
プ
l
ル・

幼
児

0

ア
ー

ル
・
造
波
プ

l
ル
の
ほ
か
、

高
さ

日
m
の
直
下
型
ス
ラ
イ
ダ
ー
-
全

長
初
m
と
初
m
の
曲
線
型
ス
ラ
イ

ダ
ー
-
飛
び
込
み
プ
l
ル
を
新
た

に
加
え
ま
し
た
。
特
に
大
型
ス
ラ

イ
ダ
1
は
、
自
治
体
の
プ
ー
ル
で

は、

全
国
で
も
珍
し
い
施
設
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
身
障
者

の
人
も
利
用
し
や
す
い
よ
う
随
所

に
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
た
ほ
か
、
身

障
者
用
更
衣
室

・
温
水
シ
ャ

ワ
ー

も
あ
り
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
幅

広
い
人
々
が
気
軽
に
水
に
親
し
ん

で
も
ら
え
る
施
設
で
す
。

式
典
に
は
関
係
者
約
1
7
0
人

が
出
席
。
甲
斐
田
市
長
が

「市
民

待
望
の
プ
l
ル
が
完
成
し
、
大
村

Eν フ波吐
坦4司

の
シ
ン
ボ
ル
的
な
レ
ジ
ャ
ー
施
設

と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

楽しめますff

市
民

0

ア
ー
ル
愛
称
ぼ
し
ゅ
う

4 

募
集
期
間

5
月

1
日
附

l
M

日
制

(当
日
消
印
有
効
)

応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
、
愛

称
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

末 表 い番
目 立壬 O 号

早!.;/ ~ 

まを
で否 問

主材、 記
大採の
ハ 用 う
:よの え
胆 場 郵
守口合 送

量 は く
寸 5 だ
7 月さ

-男女更衣室

・温水シャワー
.ロッカ-

(1，410人分)

管理棟

おもいっきり

監
視
ア
ル
バ
イ
ト
ぼ
し
ゅ
う

募
集
期
限

5
月
白
日
悩
ま
で

勤
務
期
間

⑧

7
月
5
日
倒
j

m

日
出
H
日
人
程

度

⑧

7
月
2
日

間
i
8
月
白
日
出

リ
お
人
程
度

※
ど
ち
ら
も
男
女
問
い
ま
せ
ん
。

※
⑧

⑮
期
間
継
続
も
可
能
で
す
。

継
続
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
で
き
る

人
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
対
象
者

一
般
・
大
学
生

・

高
校
3
年
生
で
体
力
に
自
信
の
あ

る

人

※

高
校
生
は
学
校
の
許
可

が
取
れ
る
人
に
限
り
ま
す
。

‘
管
理
棟

f :135 
同盟事詩持持会ゴ誓

-‘. 

犠

一向

霊一
欄

あ
な
た
の
ス
ケ
ッ
チ
を

市
民
プ
l
ル
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
!

い
て
は

5
月
末
日
ま
で
に
本
人
ヘ

通
知
し
ま
す
。

表
彰
上
位
優
秀
作
品
に
つ
い
て

は、

7
月

7
日
間
プ

1
ル
オ
ー

プ
ン
時
に
式
典
で
表
彰
し
ま
す
。

5
月
の
連
休
最
終
日
に
プ

l
ル

で
、
ス
ケ

ッ
チ
大
会
を
聞
き
ま
す
。

期
日

5
月
6
日
間

、
午
前
日

時
j
午
後
2
時

(受
付
は
午
前
9

時
か
ら
)

準
備
し
て
く
る
も
の

画

用

紙

以

外
す
べ
て
各
自
で
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。

パ
ン

フ
レ
ッ
ト
採
用
点
数
・
大

人
の
部
H
1
点
・
小
人
の
部
H
I

点

計

2
点

審
査
結
果
発
表

‘
幼
児
プ

!
ル

市
民
プ
!
ル
ス
ケ
ッ
チ
画
展

会
場

大
村
郵
便
局

(
森
園
町
)

期
間

7
月
7
日
間
j
紅
白
附

(予
定
)

そ
の
他

参
加
賞
お
よ
び
プ

l
ル

招
待
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

優
秀
作
品
に
つ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

J 



新
幹
線
の
早
期
実
現
に
む
け
て

H
早
期
実
現
推
進
本
部
設
置
H

市
で
は
、
「
大
村
市
長
崎
新
幹

線
早
期
実
現
推
進
本
部
」
を
4
月

1
日
に
設
置
し
ま
し
た
。

水務
道・同

環本
商 境 部
工ムは

2辱ぶ
立R 水吉
長産官
iE建記長
tE設 ・ 新幹線推進本部の看板を掲げる甲斐
句・総田市長と田中助役 (4/1市役所)

関
係
課
長
で
つ
く
る
幹
事
会
も
置

き
ま
す
。

本
年
度
中
に
策
定
さ
れ
る

「新

し
い
基
本
ス
キ
l
ム
(
枠
組
み
こ

に
お
け
る
長
崎
新
幹
線
の
優
先
着

工
の
位
置
づ
け
と
、
早
期
実
現
を

図
る
の
が
目
的
。
ま
た
、
市
民
へ

の
啓
蒙
を
は
じ
め
、
地
域
振
興
計

画
、
導
入
に
よ
る
経
済
効
果
、
新

駅
周
辺
の
配
置
計
画
、
空
港
と
高

速
道
路
な
ど
と
併
せ
、
体
系
、
つ
く

り
に
当
た
り
ま
す
。

平成 8年 5月号

水質保全に大きな役割

下水道普及率70%到達!!

広報おおむら

=竹松汚水中継ポンプ場完成=

か式の
ら こ が 原 竹
のの 4 2 松
汚中月丁汚
水継 3 目水
を ポ 日 ) 中
集ン行が継
めプ わ完 ポ
、場れ成ン

最はましフ。
一同 二 ~一胃租ニヨ彊終 、し 、場

完成を祝ってテープカッ卜や、くす玉割りをす処家た通(
る甲斐田市長ら関係者 (富の原2丁目) 理庭 O 水富

三みj山竺コ脱水主
婦鱒

#綴績

評削

減耕

場
へ
送
る
施
設
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
富
の
原
、
宮
小

路
お
よ
び
黒
丸
町
の
計
7
9
1
世

帯
で
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
残
る
竹
松
か
ら

松
原
地
区
ま
で
、
随
時
普
及
さ
せ

る
見
通
し
で
す
。

市
政
の
重
点
施
策
と
し
て
、
昭

和
必
年
度
か
ら
単
独
公
共
下
水
道

に
着
手
し
、
昭
和
団
年
度
に
利
用

を
始
め
て
か
ら
今
年
で
日
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
7
年
度
末
で
普
及

率
は
初
%
に
達
し
、
県
下
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
り
、
大
村
湾
の

水
質
保
全
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

マナーを守って!!4璽訪
放置自転車・バイクのない街づくりをめざして、このほどオープンした市駐

輪場は、多くの市民に利用されています。

そこで、今回は、 2段式サイクルポートの使い方について説明します。

なお、同駐輪場は、自転車620台・バイク62台が駐輪できます。

@ 
荷台を持って押し上げ、後輪にタイヤキャッ

チャーか完全にかかったことを確認

。
上段レーjレの取手を少し持ち上げ、手を

手前に引きおろしてください。

4 

を車

す

転

ま
自
れ

は

ず

ー
一
は

一
ヤ
ば

一
チ
れ

一
ソ

ず
ヤ
上

キ
し

ヤ
押

イ
し

タ
少

この駐輪場は

どなたでも

利用できます。
問い合わせ 総務課交通防犯係

前輪をレ jレに乗せたらハンドルから手を
はなし荷台をもって押し入れてください。

(スタンドは不使用)
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曾総領事が表敬訪問

甲斐田市長らと親しく懇談される曾文彬在長崎中

国総領事夫妻 (4/9・市役所)

今年2月に着任された曾文彬在長崎

中国総領事夫妻が、中国と交流が盛ん

な本市を 4月9日表敬訪問され、市

長・議長らと親しく懇談されました。

中国中央部の湖南省出身の総領事

は、美しい故郷を紹介され、市長も発

展目覚しい本市の魅力をアピール。今

後の国際交流について、共に協力を約

束されました。

↑
 

一フ

-v

u
f
-
ポ

力
-ス

4

司
み
ん
な
で
楽
し
く

(
3
/
引
・
口
ザ
・
モ
タ
広
場
)

松
原
地
区
の

H

親
子
の
つ
ど
い
p

野
岳
運
動
会

(松
原
地
区
健

〈
毒
肋
主
催
)
が
J

月
引
目
、
県
立
野
岳
公
園
口
ザ
・
モ
タ
広
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
運
動
会
は
、
野
岳
湖
を
築
造
し
た
深
沢
儀
太
夫
勝
清
翁
の

偉
大
な
遺
徳
を
し
の
ぶ
と
と
も
に
、
地
区
内
の
親
睦
や
親
子
の
ふ

れ
あ
い
を
深
め
る
目
的
で
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

親
子
連
れ
な
ど
約
5
0
0人
か
参
泊
。
大
空
に
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ

り
を
背
に
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
い
ろ
ん
な
ゲ
ー
ム
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
広
場
に
は
大
き
な
歓
声
、
か
沸
い
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
第
ゆ
ロ
を
記
念
し
て
、
同
広
場
で
サ
ク
ラ
の
記
念
植
樹

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

〆

全国大会で第3位

h
p
遺
徳
を
し
の
ぶ
儀
太
夫
祭

(
4
/
旬
・
野
岳
湖
)

野
岳
湖
を
築
造
し
た
深
沢
儀
太
夫
勝
清
翁
の
遺
徳

を
し
の
ぶ
「
深
沢
儀
太
夫
祭
」
が
4
月
恰
目
、
野
岳

湖
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

翁
は
、
捕
鯨
に
よ
っ
て
財
を
築
き
、
そ
れ
を
藩
の

財
政
や
社
会
事
業
に
献
金
し
ま
し
た
。
そ
の
代
表
的

な
も
の
が
野
岳
湖
で
、
農
村
を
水
害
や
干
害
か
ら
救

い
ま
し
た
。

現
在
、
湖
畔
は
キ
ャ
ン
プ
場
や
市
民
の
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

企みんなの力で、大村湾をきれいに!
(3/24・大村公園先沿岸)

大村湾をきれいにする会大村支部では、ふるさとのき

れいな川や海を子どもたちに残そうと 3月24日、大村公

園先沿岸を主会場に大村湾沿岸一斉清掃を行いました。

この日は、早朝から活き活き大村推進会議、地域の自

然といのちを守る会、大村園芸高校ボー卜部や一般市民

など約 130人が参加。沿岸に打ち上げられたビニール

袋や空き缶、木切れなどを拾い集めました。

平成 8年 5月号

V青年海外協力隊員として国際貢献
(3/29 .市役所)

世界各地の開発途上国で、農林水産 ・教育

スポーツなどの技術-技能協力で、途上国の新

しい国づくり、人づくりに貢献している青年海

外協力隊。その第 3次派遣隊員として須田ノ木

町出身の坂田幸広さんが赴任し 、出発を前に 3
月29日、甲斐田市長を表敬訪問されました。

坂田さんは、大学の体育学部を卒業、赴任先

のジンパブ工では、子どもたちにスポーツ全般

の指導に当たられます。ご活躍をお祈りします。

広報おおむら

.なかなか音が出ないぞ!
(4/6 .大村神社境内)

花の名所大村公園で 4月6日、「おおむら

石吹き合戦」が行われました。

さくらまつり恒例の催してら、 参加者は顔を

真っ赤にしながら、なかなか音の出ない「貝

吹き石」に挑戦。また、翌日行われた「大ぽ

ら吹き名人大会」では、世相を反映した'1合|突

な話が飛び出しました。

4
好
プ
レ
ー
に
盛
ん
な
声
援

(4
/
7
・
海
上
自
衛
隊
グ
ラ
ン
ド
ほ
か
)

職
場
・
団
体
な
ど
、
サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
仲

間
た
ち
必
チ
ー
ム
が
集
ま
っ
た
「
市
民
サ
ッ
カ

ー
大
会
」
が

4
月
7
日
・
昨
日
の

2
日
間
行
わ

れ
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
と
も
普
段
の
練
習
の
成
果
を
発

揮
。
必
死
に
ポ
ー
ル
を
追
い
か
け
る
姿
に
、
会

場
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

』按母由民
，)" ~v'ゆ醐， 鴨川胡醐脇

ー一~一一----- ~ 

ー，

・h.......a;..t.‘ 
.、e崎圃睡申件

甲斐田市長に喜びの報告をする市剣道協会の

選手ら (4/5・市役所)

第37回全国選抜少年剣道練成大会に

出場した、大村市剣道協会チームがみ

ごと優秀賞 (全国第 3位)を受賞。4

月5日市役所を訪れ、甲斐田市長へ喜

びの報告をしました。

市内から選抜された大村市剣道協会

と微神堂の両チームが出場。微神堂チ

ームは 3回戦で惜敗しましたが、大村

市剣道協会チームは全国の強豪と競い

あって、みごと優秀賞に輝きました。

おめでとうございました。

6 

児
童
手
当
の
再
申
請
は

5
月
中
に
!

平
成
7
年
度
中
に
お
い
て
、
所

得
制
限
限
度
額
超
過
な
ど
に
よ
り

申
請
が
却
下
さ
れ
て
い
た
人
や
、

現
況
届
の
審
査
で
消
滅
に
な
っ
て

い
た
人
は
、

5
月
中
に
再
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

6
月
1
日
現
在
で
の
状
況
を
確

認
し
ま
す
の
で
、
次
の
条
件
に
該

当
さ
れ
る
人
は
新
た
に
認
定
で
き

ま
す
。

平
成
5
年
6
月
2
日
以
降
に
出

生
さ
れ
た
児
童
を
養
育
し
、
平
成

8
年
度
の
所
得
制
限
限
度
額
内
の

人
(
公
務
員
の
人
は
除
き
ま
す
)

※
詳
し
く
は
市
民
課
記
録
係
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
と
は

国
・
都
道
府
県
・
市
岡
町

村
・

事
業
主
が
費
用
を
持
ち
あ

い
、
児
童
を
養
育
す
る
人
に
児
童

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
、

家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安
定
と
、

次
代
を
に
な
う
児
童
の
健
全
な
育

成
お
よ
び
資
質
の
向
上
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
受
付
申
!

掛
金

申
込
窓
口

5
月
加
入
分
、

1
口
4
4
0
円

(
1人
2
口
ま
で
)

市
役
所
(
総
務
課
)
ま
た
は
、
各
出
張
所
へ

t 第一
M

回
全
国
一
斉
ウ
ォ

l
ク
ラ
リ

I
大
会

ウ

ォ

l
ク
ラ
リ
!
と
は
、

年

齢
・
性
別
・
身
体
的
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ

ッ
プ
を
問
わ
ず
、
健
康
、
つ

く
り
・
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

気
軽
に
楽
し
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

チ
ー
ム
編
成

l
チ
ー
ム

2
人

以
上
で
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
料

子
ど
も

1
0
0
円

大

人

3
0
0
円

期日 5月19日(日)

受 付午前9時-9時30分

スタート 午前10時

集合場所市コミセン

コース 3krn' 5krnコース

(一一さわ
って考えて 六時て)

大冒険!!jコースです。

申
込
期
限

5
月
7
日

ω

申
込
方
法
は
が
き
に
チ
l
ム

名
、
コ
ー
ス
、
参
加
人
数
、
代

表
者
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
書
い
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
先
中
地
区
公
民
館
(
松

並
1
丁
目
2
4
6
1
5
8
@

1
3
7
6
)
 

平
成
9
年
歌
会
始

お
題
は
「
姿
」

詠
進
の
期
限

_____ 9 

「当月
丁目 30
1∞消日
里四(月)
尽骨

都き5

郵
便
の
あ
て
先

千
代
田
区
千
代
田
1
番
1
号

宮

内
庁
」
と
し
、
封
筒
に

「詠
進
歌
」

と
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

※
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
は
、
秘
書

広
報
課
に
あ
り
ま
す
。

(
約
但
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル

姿

7-

図)

(約33センチメー トル)

L主 」

郵
便
番
号

職生 氏 ふ 住
年り
月 が

業 日名な所



ま
ち
づ
く
り

絵
画
・
作
文
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

入
賞
者
決
ま
る

-EEE EjE車E

優秀賞加藤早紀さんの作品

(みんなの町)

優秀賞福田志織さんの作品

(緑とふれ合いの町)

最優秀賞富永祐平くんの作品(ゆめの町)

~作品のコメント~

きれいな空や海があり、町中が遊園地

のようになっていて、みんなが楽しく、

ゆめをもってすごせる大村の町になった

らなあと思って、かきました。

人に花、まちにふれあい
ゆめびらく未来都市

OMURA-CITY 
最優秀賞に決まった近藤徳久さん(池田新町)の作品です

紅
世
紀
の
ま
ち
、
つ
く
り
の
基
礎

と
な
る
大
村
市
総
合
計
画
愉
つ
く
り

に
伴
う
、
ま
ち
、
つ
く
り
「
絵
画
・

作
文
・
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
」
募

集
に
は

5
8
4
点
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
、
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

(
敬
称
略
・
平
成
8
年
2
月
現
在
)

。
絵
画
の
部

最
優
秀
賞
H
冨
永
祐
平
(
鈴
田
小
)

優
秀
賞
H
加
藤
早
紀
(
鈴
田
小
)
、

福
田
志
織
(
放
虎
原
小
)

入
選
H

大
坪
晶
子
(
中
央
小
)
、

八
戸
勝
也
(
富
の
原
小
)
、
杉
本γ 

幸
一
(
黒
木
小
)
、
朝
長
真
(
同
)
、

前
回
信
五
口
(
同
)
、
松
田
有
里
子

(
放
虎
原
小
)
、
江
内
谷
ゆ
か
(
同
)

野
間
晃
明
(
同
)
、
井
手
雄
一

(
同
)
、
田
中
省
吾
(
鈴
田
小
)
、

村
田
恭
平
(
同
)
、
馬
場
正
成

(
同
)
、
出
口
正
弥
(
同
)
、
崎
坂

伸
明
(
同
)
、
岸
あ
ず
さ
(
同
)
、

渡
辺
裕
行
(
同
)
、
山
本
展
之

(同)
。
作
文
の
部

最
優
秀
賞
H
吉
岡
顕
真
(
向
陽
高
)

優
秀
賞
H
松
尾
直
子
(
大
村
高
)
、

辻
千
裕
(
西
大
村
中
)

入
選
H
吉
田
直
子
(
大
村
園
芸
高
)
、

宮
崎
千
佳
(
西
大
村
中
)

。
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
部

最
優
秀
賞
H
近
藤
徳
久
(
池
田
新

町
)

優
秀
賞
H
菅
野
谷
紀
子
(
重
井
田

町
)
、
増
田
秀
夫
(
玖
島
2
丁
目
)

最
近
の
人
口
増
加
に
よ
り
車

の
保
有
台
数
も
増
え
、
交
通
量

の
増
加
に
伴
い
道
路
事
情
が
悪

化
し
、
交
通
事
故
も
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

4
月

か
ら
交
通
指
導
員
数
を
お
人
か

ら
お
人
に
増
員
し
ま
し
た
。

早
速
、
大
村
警
察
署
か
ら
指

導
を
受
け
ら
れ
、
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
か
ら
立
哨
指
導
に

あ
た
ら
れ
ご
活
躍
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

第
3
分
団
詰
所
が

移
転
・
新
築
し
ま
し
た

建
物
の
老
朽
化
や
都
市
計
画
に
新
詰
所
は
、
鉄
骨
造
り
2
階
建

よ
る
伊
勢
町
公
園
の
整
備
に
伴
て
、

1
階
は
消
防
車
庫
、

2
階
は

い
、
移
転
・
新
築
中
で
あ
っ
た
第
会
議
室
兼
待
機
室
と
な
っ
て
い
ま

3
分
団
詰
所
が
3
月
M
日

、

大

村

す

。

ポ
ン
プ
場
敷
地
内
(
水
主
町
1
丁
今
後
、
周
辺
地
域
の
皆
さ
ん
に

目
)
に
完
成
し
ま
し
た
。

は
、
出
動
招
集
サ
イ
レ
ン
な
ど
で

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

大村市
消防団至韓国一+

- 8-

移
転
・
新
築
し
た
第
3
分
団
詰
所

(
4
/
7
・
水
主
町
1
丁
目
)

大
村
市
消
防
団
に

新
ボ
ン
ブ
車
が
配
備

大
村
市
消
防
団
(
松
永
繁
一
団

長
)
の
第
1
、
第
日
分
団
に
そ
れ

ぞ
れ
新
ポ
ン
プ
車
が
配
備
さ
れ
3

月
お
日
、
引
き
渡
し
式
が
市
役
所

交
通
指
導
員
を

5
人
増
員

市
で
は
、
児
童
・
生
徒
や
一

般
通
行
人
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
に
交
通
指
導
員
を
委
嘱

し
、
交
通
安
全
の
保
持
に
務
め

て
い
ま
す
。

玄
関
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

両
分
団
と
も
初
年
以
上
を
経
過

し
た
ポ
ン
プ
車
に
代
わ
っ
て
配
備

さ
れ
た
も
の
で
、
新
車
は
1
分
間

に
4
、
0
0
0
リ
ッ
ト
ル
の
放
水

能
力
が
あ
り
ま
す
。

甲
斐
田
市
長
が
両
分
団
長
に
か

ぎ
を
渡
し
た
あ
と
、
「
新
し
い
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
車
両
で
地
域
の

安
全
を
守
る
た
め
に
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
こ
の
後
、

大
上
戸
川
で
放
水
訓
練
を
し
ま
し

た
。
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大村市ヨミュニティセシターが休館します

平成 8年 5月号

大村市コミュニティセンター代替施設
(1日大村駅前郵便局)案内図

広報おおむら

=代替施設(旧大村駅前郵便局)は 7月上旬から

利用できる予定です=li  

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)

の
建
設
に
伴
い
、
大
村
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
代
替
施
設

(
旧
大
村
駅
前
郵
便
局
)
へ
移
転

作
業
と
代
替
施
設
整
備
の
た
め
、

5
月
初
日
間
か
ら

7
月
上
旬
ま

で
休
館
し
ま
す
。

体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
機
能
を
設

け
、
よ
り
文
化
的
に
充
実
し
た
、

今
日
の
多
様
な
ニ

l
ズ
に
応
え
ら

れ
る
施
設
と
な
り
ま
す
。

平
成
叩
年
に
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
が
完
成
す
る
ま
で
の
問
、
代
替

施
設
に
お
い
て
公
民
館
活
動
を
推

進
し
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
大
変
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
市
コ
ミ
セ
ン
(
包

⑭
3
1
6
1
)
 

lH 

お

11 ~ Aい
月に

日重
金等
開つ
護
季て
員明
白る

「い|社

Z玄

人
権
と
は
、
一
口
で
い
え
ば
、

「
社
会
に
お
い
て
幸
福
な
生
活
を

営
む
の
に
必
要
な
人
間
と
し
て
当

然
に
も
っ
て
い
る
固
有
の
権
利
」

と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
権
を
尊
重
し
、
人
権
が
侵
害

さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
ま

ず
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
他
人

の
基
本
的
人
権
を
お
互
い
に
尊
重

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
自
分
た

ち
の
手
で
大
切
に
守
り
、
明
る
い

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

隣
人
問
題
や
い
じ
め
な
ど
で
お

あなたの声が

行政サービスを良くします

5月19日"'24日==行政相談週間

悩
み
の
人
は
、
人
権
擁
護
委
員
ま

た
は
法
務
局
ヘ
ご
相
談
く
だ
さ
い

0

0
人
権
擁
護
委
員
(
敬
称
略
)

・
石
橋
正
夫
久
原
1
丁
目

(
包
⑬

6
0
9
4
)

・
錦
戸
員
子
木
場
1
丁
目

(岱

⑬

0
1
9
7
)

・
谷
本
康
子
杭
出
津
2
丁
目

(包

⑬

3
2
7
5
)

・

山

口

清

玖

島

2
丁
目

(岱

⑬

4
4
3
3
)

・
内
野
祐
里
武
部
町

(
包
⑧

0
6
1
5
)

市
役
所
や
県
、
国
の
機
関
な
ど

が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て
、

「
遅
い
」

「不
親
切
だ
」
「
処
理
に

納
得
で
き
な
い
」

「手
続
き
の
仕

方
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
役
所

に
対
す
る
苦
情
、
意
見
、
要
望
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
う
い
っ
た
諸
問
題
の
解
決
を

図
ろ
う
と
い
う
の
が
行
政
相
談
委

員
で
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※

5
月
い
っ
ぱ
い
は
「
さ
わ
や
か

行
政
サ
ー
ビ
ス
推
進
月
間
」
で

す
。
こ
れ
ら
の
期
間
中
、
「
よ

り
よ
い
行
政
」
を
目
指
す
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
全
国

で
重
点
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

※日定
れ相、例
ま談市相
す は 役 詩
。無所 日|
料市
で民む
、相時

秘談月
密室第
は 1
守木
ら H翠

。
行
政
相
談
委
員
(
敬
称
略
)

・
松
本
健
次

三
城
町

(
岱
⑬

0
1
5
5
)

・
西
川
美
盛
諏
訪
2
丁
目

(
包
⑧

1
3
4
1
)

・
森
博
子
(
新
任
)
古
町
1
丁
目

(
岱
⑫

6
4
4
2
)

定
例
行
政
相
談
日
毎
月
第
2
木

曜
日
、
市
役
所
市
民
相
談
室

家
内
労
働
旬
間

5
月
引
日
i
引
日

頼

心

粧

信

安

手

て

て

働

し

つ

労

度

ら

が

け

も

家

家
内
労
働
(
内
職
)
者
の

労
働
条
件
の
向
上
と
生
活
の

安
定
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
長
崎
労
働
基

準
局
賃
金
課

(
8
0
9
5

8
⑩
6
3
4
3
)
 

32 
お気軽にご相談くださし'0

暴カ問題で困っていませんか!! 
力に なります

女警察本部暴力追放テレホン (ftω58⑫側 7)

肯長崎県暴力追放県民会議 (ftω58⑧0893) 

女最寄りの警察署または交番でお受けします。

相談無料ff 秘密厳守ff

9 



わ
が
ま
ち
自
慢
• 
再
発
見
f

大
村
市
の
農
業
は
、
施
設
園
芸
を
主
と
し
た
幅
広
い
経
営
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
温
室
栽
培
さ
れ
る
「
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
」
も
大
村

を
代
表
す
る
花
き
類
と
し
て
、
高
い
評
価
を
う
け
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
母
の
日
を
前
に
出
荷
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
カ
ー
ネ
ー
シ

ョ
ン
の
栽
培
を
手
が
け
て
い
る
立
福
寺
温
室
組
合
組
合
長
・
福
田

良
行
さ
ん
(
立
福
寺
町
)
を
た
ず
ね
ま
し
た
。

福
田
さ
ん
は
、
約
1
、
0
0
0

坪
(
約
3
、
3
0
0
d
)
の
ガ
ラ

ス
温
室
で
、
お
万
本
の
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

温
室
に
は
、
茎
の
長
さ
が

1
m
く

ら
い
に
な
っ
た
芳
香
あ
る
赤
や
ピ

ン
ク
な
ど
の
美
し
い
花
が
咲
き
誇

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
必
年
に

5
世
帯
で
立
福
寺

温
室
組
合
を
設
立
し
た
こ
ろ
は
、

苗
が
悪
く
大
変
苦
労
さ
れ
た
そ
う

で
す
が
、
現
在
は
、
原
産
国
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
な
ど
か
ら
の
輸
入
苗
で

安
定
し
た
栽
培
が
で
き
る
そ
う
で

f
-
)

シ
リ
ー
ズ
ゆ
;

摘み取り作業に忙しい立福寺温室組合のカーネーションハウス

す
。こ

の
組
合
で
は
、
栽
培
面
積
約

7
、
5
0
0
坪
(
約
2
4
、
8
0

0
2m)
に
お
l
M
m
種
類
を
栽
培
、

年
間
2
0
0
万
本
を
主
に
京
都
へ

出
荷
し
て
い
ま
す
。

福
田
さ
ん
は
「
花
哨
つ
く
り
は
、

花
と
の
ふ
れ
あ
い
を
た
い
せ
つ
に

す
れ
ば
、
良
い
花
が
咲
く
」
と
話

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
後
継
者
問
題
に
つ
い
て

は
、
「
花
は
き
れ
か
け
ん
ね
。」
と

心
配
な
い
様
子
。

今
の
時
期
よ
く
出
荷
さ
れ
る
カ

ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
は
、
赤
い

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ピ
ン
ク
系
の
ノ

ラ
・
ダ
ー
ク
ピ
ン
ク
パ

l
パ
ラ
な

ど
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

福
田
さ
ん
ら
は
、
母
の
日
を
前

に
そ
の
摘
み
取
り
作
業
に
忙
し
い

毎
日
を
お
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

組合長・福田良行さん (立福寺町)

石
田
九
州
郵
政
局
調
査
官
か
ら
賞
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
、
後
輩
た
ち
か
ら
祝
福
の

拍
手
を
受
け
る
テ
バ
オ
さ
ん

(
4
/
8
・
向
陽
高
校
体
育
館
)

こちら自由席

郵政大臣賞を受賞
郵政省が募集した 「国際協力に関する作文コンクールJで、向陽高校

をこの 3月に卒業したベトナム出身のファム・ティ・テパオさん (20歳)

が、一般の部で最優秀の郵政大臣賞を受賞。4月8日、同校の始業式で

伝達式が行われ、後輩たちから祝福の拍手を受けました。

同コンクールは、国際協力への関心と、国際ボランティア貯金につい

ての理解を深めてもらうのが目的。全国から約 l万7千8百点の応募が

ありました。作文では、貧困で苦しむ祖国ベトナムや東南アジア各国の

実情を紹介し、 「世界の人たちが幸せな生活を送れるよう、ささやかだが

国際ボランティア貯金を続けていきたしリ と結んでいます。

テパオさんは、 「将来はベトナムと日本の懸け橋になるような仕事につ

きたpJと、抱負を述べられました。これからも頑張ってください。

- 10一

あ
ざ
み
ク
ラ
ブ

グ
家
族
に
お
い
し
い
も
の
を
食
べ

さ
せ
た
い
グ
と
の
思
い
で
、
私
た

ち
「
あ
ざ
み
ク
ラ
ブ
」
は
、
諌
早

料
理
学
院
柳
原
先
生
の
ご
指
導
の

も
と
、
月
2
回
お
し
ゃ
べ
り
を
し

な
が
ら
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

く
勉
強
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
ス

パ
イ
ス
の
使
い
方
・
身
近
な
食
材

の
意
外
な
使
い
方
な
ど
、
お
も
し

ろ
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ま
た
、
先
生
の
海
外
研
修
旅
行

の
話
を
ま
じ
え
な
が
ら
、
料
理
で

世
界
を
か
け
め
ぐ
り
、
思
い
を
は

せ
て
い
ま
す
。

料
理
に
興
昧
の
あ
る
人
、
苦
手

な
人
、

一
度
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん

カ例
会
毎
月
第
1
・
第
2
木
曜
日

午
前
日
時
l
正
午

場
所
中
地
区
公
民
館

会

費

月

額

2
、
5
0
0
円
(
材

料
費
含
み
ま
す
)

連
絡
先
辰
田
(
包
⑫

9
5
7
7
)



ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
盆
基
金
f

i
老
後
の
生
活
設
計
に
も
う
ひ
と
つ
の
安
似
を
プ
ラ
ス
ー

〈国
民
年
金
基
金
と
は
〉

自
営
業
な
ど
の
方
々
が
ゆ
と
り

あ
る
老
後
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
老
齢
基
礎
年
金
に
上

積
み
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

〈加
入
で
き
る
人
〉

国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者

で
定
額
の
保
険
料
を
納
め
て
い
る

人
。従

っ
て
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥

さ
ん
で
第
3
号
被
保
険
者
や
保
険

料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
人
は
加
入

で
き
ま
せ
ん
。

〈受
け
取
る
年
金
額
を
自
分
で
選

択
で
き
ま
す
〉

給
付
の
型
は
、
終
身
年
金
A
型

B
型
と
確
定
年
金
I
・
E
-皿
型

の
5
種
類
が
あ
り
ま
す
。

加
入
す
る
口
数
や
給
付
の
種
類

に
応
じ
て
、
受
け
取
る
年
金
額
が

決
ま
り
ま
す
。

〈掛
金
は
い
く
ら
〉

加
入
さ
れ
た
方
の

一
人
ひ
と
り

の
掛
金
は
、
選
択
し
た
給
付
の
型
、

加
入
口
数
お
よ
び
加
入
時
の
年
齢

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

〈掛
金
の
支
払
い
は
〉

掛
金
は
、
加
入
者
の
指
定
す
る

金
融
機
関
ま
た
は
郵
便
局
の
口
座

か
ら
自
動
引
き
落
と
し
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
掛
金
は
全
額
社
会
保
険

料
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
や
住

民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
基
金
の
加
入
に
関
す

る
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
の
問
い

合
わ
せ
は
、
長
崎
県
国
民
年
金
基

金
(
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

0
1
2
0

1
4
0
4
0
2
8
)

へ
。

ス

判U
口
問

一ア

ゼ
FE
J

伝
「

記

長

引

『

剛

-

守

4
i

，
、、st'd

E
F

動

町

写

事

M
W

金

険

住

年

保

ん

民

会

さ

国

社

啓

怖

早

戸

寸

犠

桑

田

選

M

3
J
土
寸
山
市
U

F
川

直

平成 8年 5月号広報おおむら

受取年金月額

加入例 (満35歳で加入の場合)

3方円.1口めはA型を選択………………年金月額

ム仁(日歳支給開始15年保証付終身年金)

年金月額 2万円

(I型X2口) 終
身
お
受
け
取
り

/
l
¥l
J
 

.2口め以降は I型を 2口選択・・…・年金月額 1万円X2=2方円

ム に(65歳支給開始15年確定年金)
年金月額 3万円

(A型X1口)
J九

.3IL. -掛

80歳65歳8，250円A型1口め

I型2，280円X22口め以降 4，560円

72s70円(月額)計h. 
Eコ

無事故優良運転者を表彰します

次
の
申
請
資
格
に
該
当
す
る
人

は
、
大
村
市
交
通
安
全
協
会
ま
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

。
県
表
彰

免
許
取
得
後
、
平
成

8
年
7
月
末
現
在
で
初
年
以
上
、

初
年
以
上
の
人
(
原
付
免
許
も
含

む
)

。
市
表
彰
免
許
取
得
後
、
平
成

8
年
7
月
末
現
在
で
、
お
年
、
日

年
、
日
年
以
上
の
人

(
原
付
免
許

を
含
む
)

。
申
請
資
格

前
記
の
資
格
を
有

す
る
交
通
安
全
協
会
々
員
で
免
許

取
得
後
継
続
し
て
車
両
の
運
転
に

リフレッシュの
達人になりましょう

-・Eヨ属iXC'1i週lIlliI宿~Sil苅・

ゴ-)レデンウィークには、心身の

リフレッシュはもちろん、自己啓発

や趣味など日ごろ時聞がなくてでき

なかったことなどに、挑戦してみて

はいかがでしょうか。
従
事
し
、
自
己
の
責
任
に
よ
る
交

通
事
故
歴
が
過
去
凶
年
以
上
な

く
、
か
つ
交
通
違
反
(
反
則
を
含

む
)
そ
の
他
罰
金
以
上
の
刑
に
当

た
る
犯
罪
行
為
が
、
平
成
8
年
6

月
末
現
在
で
過
去
5
年
以
上
な
い

人
。

。
申
請
期
限

6
月
お
日
倒

。
提
出
書
類
・
表
彰
上
申
書

(
上
申
書
用
紙
は
交
通
安
全
協
会

で
用
意
し
て
い
ま
す
)
。

-
無
事
故
無
違
反
証
明
書
(
自
動

車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
の
も

の
)
。
た
だ
し
6
月
お
日
ま
で
に

表
彰
上
申
書
を
交
通
安
全
協
会
に

提
出
さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
無

事
故
無
違
反
証
明
書
の
交
付
請
求

手
続
を
協
会
に
お
い
て
代
行
し
ま

す
。

。
問
い
合
わ
せ

大
村
市
交
通
安

全
協
会
(
大
村
警
察
署
構
内

包

⑬

9
8
8
9
)
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宅 タ
¥、九栃ーノ

あ
な
た
の
肝
臓
は
大
丈
夫
で
す
か

H

肝
臓
週
間
5
月
お
日
i
m
日
H

肝
臓
は
最
も
大
き
な
内
臓
で
、
優
れ
た

再
生
能
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
酷

使
に
も
耐
え
抜
き
、
丈
夫
さ
に
お
い
て
類

を
み
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
肝

臓
病
が
多
く
、
特
に
慢
性
肝
炎
は
が
将
来

の
国
民
病
H

と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
肝
臓
が
酷
使
に
も
耐
え
て

黙
々
と
働
き
続
け
る

「沈
黙
の
臓
器
」
で
、

初
期
の
肝
臓
病
で
は
な
か
な
か
わ
か
ら

ー~~，_.. /百 日咳 ¥
一本直、胃:手キ l ジフテリア l 
一一一一 ¥破 傷風 ノ予防接種
麻し ん(はしか)

実施中
風しん

お子様の体調の良いときに受けられるよ
う、年聞を通じて無料で実施しています。
個別接種になっていますので、各種医院

に直譲ご予約の上、接種してください。
詳しくは、 『健康のしおりと国民健康保険』

をご覧ください。

ず
、
確
か
な
症
状
が
み
ら
れ
た
と
き
に
は

既
に
進
行
し
て
い
る
の
で
す
。

年
に

一
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
!

。
総
合
健
康
診
査

対
象
者

ω歳
以
上
の
人
(
職
場
な
ど
で

受
診
で
き
る
人
お
よ
び
妊
婦
を
除
き
ま
す
)

内
容
基
本
健
康
診
査
(
問
診
、
血
圧
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肝
機
能
、

腎
機
能
、

心
電
図
な
ど
て
胃
が
ん
検
診
、
肺
が
ん

検
診
、
大
腸
が
ん
検
診

負
担
金

1
、
0
0
0
円
(
老
人
医
療
受

給
者
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
保
護

者
、
利
用
券
提
出
者
は
無
料
で
す
)

。
実
施
医
療
機
関

-
総
合
健
康
診
査

お
お
つ
か
内
科
医
院
、
岡
内
科
医
院
、

川
本
内
科
医
院
、
寺
井
医
院
、
と
も
な
が

内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
中
村
医
院
、
近
藤
医

院
、
さ
く
ら
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
津
田
胃
腸
科

内
科
医
院
、
早
田
内
科
医
院
、
田
崎
医
院
、

中
国
外
科
胃
腸
科
、
長
崎
医
院
、
長
野
病

院
、
野
口
内
科
こ
ど
も
医
院
、
原
医
院
、

フ
ジ
イ
胃
腸
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
牧
山
医
院
、

松
井
医
院
、
南
野
ク
リ
ニ

ッ
ク
、
南
野
内

科
消
化
器
科
医
院
、
山
下
外
科
医
院
、
与

那
城
医
院
、
吉
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課

個別予防接種指定医院一覧表

医院名 ニ竺竺ニJltEtニ 麻しん 風しん 日脳 電話番号

寺井医院 O O O O ⑫3574 

おび産婦人科医院 O ⑭1103 

田川小児医院 O O O O @l4側

近藤医院 O O O O ⑪1166 

フジイ育腸科クリニック O O ⑮8686 

南野内科消化器科医院 O @3731 

ともなが内科クリニック O O O ~5側

レディースクリニックしげまつ O ⑫6124 

出口小児科医院 O O O O @l2252 

与那城医院 O O O O @5575 

さくらクリニック O O O O @8819 

野口内科こども医院 O O O O @l2339 

中国外科胃腸科 O O O O @∞83 
須田小児科医院 O O O O ⑪72∞ 
牧山医院 O O O O @7お1

長崎医院 O O O O ⑮8615 

渡辺医院 O O @8275 
ノ

風しん任意予防接種
妊婦が妊娠初期に風しんにかかると、先天性異常

児(白内障、心臓奇形、難聴など)が生まれる心配

があります。

風しんにかかったことのない人や予防接種を受け

ていない人は、妊娠前に抗体検査を受け、抗体価の

低い人は予防接種をしておきましょう 。

対象となる人 市内に住んでいる20歳以上の女性

料 金自己負担

申し込み・問い合わせ 健康増進課予防係

日本脳炎予防接種が

個別接種になります

これまで出張所などでの集団接種となっていましたが、

三種混合・麻しん・風しん予防接種と同じように、病院で

受けることができるようになります。

該当する人生後6か月一90か月未満の人

接種期間 5月1日-8月31日

料 金 無料

接種方法体調のよい日に、直接指定の医院で接種し

てください。(母子手帳をご持参くださpJ
『健康のしおりと国民健康保険』をご覧くだ

2 ⑫6015 

8②3850 

2 ⑬1123 

8⑫6124 

2 ⑧8355 

H r811103 
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接種病(医)院

・後藤産婦人科 西大村本町

・大村中央産婦人科 水主町 2丁目

・長野病院 東三城町

・レディ ースクリニックしげまつ古町 1丁目

・桝本産婦人科内科医院大川田町

・おび産婦人科医院 本町

※詳しくは

さ~ )0 

5月31日世界禁煙デー
たばこが原因で10人に 1人が死亡 f

禁煙週間 5月 31 日 ~6月 6 日
この期間に禁煙を始めましょう 。



難
病
串
山
者
・
重
度
心
身
障
害
者
介
護
者
の
皆
さ
ん

見
舞
金
を
支
給
し
ま
す

申
請
期
間

5
月
1
日
制
i
白
日
制
(
申

請
期
限
を
過
ぎ
る
と
支
給
で
き
ま
せ
ん
)

申
請
先
福
祉
課
福
祉
係
(
申
請
書
を
用

意
し
て
い
ま
す
)

。
難
病
患
者
見
舞
金

見
舞
金
額

1
0
、
0
0
0
円

支
給
対
象
者

4
月
1
日
現
在
、
市
内

に
住
所
を
有
す
る
(
住
民
登
録
を
し
て

い
る
)
人
で
、
「
長
崎
県
特
定
疾
患
・

小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
実

平

子守
話差

習

ィ会、
Z三

言蕃

平成 8年 5月号

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
人
が
、
安
心
し

て
生
活
が
で
き
る
よ
う
情
報
の
保
障
を

行
う
手
話
通
訳
者
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
夜
間
手
話
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

期
間

5
月
辺
日
j
ロ
月
4
日
、
毎
週

水
曜
日
(
計
お
回
)

時

間

午

後

6
時
鈎
分
1
8
時
初
分

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

受
講
料
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
別
)

コ
ー
ス
名
①
基
礎
コ

l
ス
・
:
初
め
て

の
人
②
応
用
コ

l
ス
・
:
初
級
修
了
の

人
③
手
話
通
訳
養
成
コ

l
ス
・
:
手
話

通
訳
者
を
目
指
す
人

広報おおむら

施
要
綱
」
の
対
象
者
と
し
て
指
定
し
た

疾
患
に
か
か
り
、
現
在
医
療
機
関
で
治

療
を
受
け
て
い
る
人
、
ま
た
は
そ
の
保

護
者
。

必
要
な
も
の

①
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
ま
た
は
小

児
慢
性
の
場
合
は
受
診
券
②
印
か
ん

③
預
金
通
帳
(
郵
便
局
以
外
の
も
の
)

。
重
度
心
身
障
害
者
介
護
見
舞
金

見
舞
金
額

3 
5 

0 
0 
0 
円

女子き

申
込
方
法
申
込
用
紙
を
福
祉
課
に
用

意
し
て
い
ま
す
。
勤
務
の
都
合
で
来
庁

で
き
な
い
人
は
、
往
復
は
が
き
に
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
・
コ
ー

ス
名
・
勤
務
先
を
記
入
の
上
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
基
礎
コ

l
ス
に
つ
い
て
は
定
員
を
叩

人
と
し
ま
す
の
で
、
早
目
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

5
月
口
日
制

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
福
祉
係

支
給
対
象
者
(
在
宅
の
み
)

4

月
1

日
現
在
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
(
住

民
登
録
を
し
て
い
る
)
人
で
、
そ
の
家

庭
に
在
宅
(
同
居
)
す
る
4
歳
以
上
の

身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
に
該
当
す

る
重
度
の
身
体
障
害
者
(
児
)
と
、
児

童
相
談
所
ま
た
は
精
神
薄
弱
者
更
生
相

談
所
の
判
定
に
よ
る
重
度

(
A
1
・
A

2
)
の
精
神
薄
弱
者
(
児
)
で
食
事
、

排
便
、
衣
服
の
着
替
え
等
々
の
日
常
生

活
に
つ
い
て
介
助
を
要
す
る
人
を
日
常

介
護
し
て
い
る
人
。

必
要
な
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

②
印
か
ん

③
介
護
者
名
義
の
預
金
通
帳

以
外
の
も
の
)

(
郵
便
局

「
こ
ど
も
の
眼

見
て
ま
す
か
?
」

こ

ど

も

の

心

児

童

福

祉

週

間

5
月
4
日
(

J

什
日

児
童
福
祉
週
間
に
ち
な
み
、
浴
場
組

合
の
ご
協
力
に
よ
り
、
子
ど
も
の
入
浴

料
を
割
り
引
き
ま
す
。

期
間

5
月
4
日
出
j
6
日
間

入
浴
料
・
中
学
生
・
:
2
8
0
円
を
5

0
円
・
小
学
生
:
・

1
3
0
円
を
2
0

円
・
幼
児
:
・
(
保
護
者
同
伴
に
限
り

ま
す
)
7
0
円
を
無
料

協
力
浴
場
竹
松
湯
(
竹
松
本
町
)
、

茂
乃
湯
(
玖
島
1
丁
目
)

戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給
付
金
請
求
は
お
済
み
で
す
か

平
成
5
年
4
月
1
日
を
基
準
日
と
し

た
、
第
ロ
回
・
再
々
継
続
い
号
の
特
別

給
付
金
請
求
が
、
平
成
8
年
5
月
日
日

を
も
っ
て
時
効
と
な
り
ま
す
。

お
済
み
で
な
い
人
は
、
早
急
に
請
求

聖
一
筆
罰
練
の
ご
あ
ん
な
い

長
崎
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、

就
職
を
希
望
さ
れ
る
主
に
知
的
障
害
が

あ
る
方
々
を
対
象
に
、
よ
り
よ
い
職
業

生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
基
本
的
労
働

習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
職
業
準
備

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
、
当
セ
ン
タ

ー
も
し
く
は
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定

所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
村
市
戦
没
者
追
悼
式

長
崎
県
殉
国
慰
霊
奉
賛
会
大
村
市

支
部
主
催
に
よ
る
大
村
市
戦
没
者
追

悼
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
追
悼
式
は
従
来
の
春
季
慰

霊
祭
に
変
わ
る
も
の
で
す
。

遺
族
な
ら
び
に
市
民
多
数
の
参
列

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

5
月
却
日
側
、
午
前
日
時
却

分
i
正
午

場
所
県
忠
霊
塔
(
三
城
町
)

※
遺
族
の
章
は
、
各
地
区
遺
族
世
話

人
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
が
、
届

か
な
い
人
は
、
福
祉
課
、
各
出
張

所
ま
た
は
遺
族
会
事
務
局
で
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
基
準
日
以
降
に
受

給
者
が
死
亡
し
て
い
る
場
合
は
、
相
続

人
請
求
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
庶
務
係

訓

練

期

間

第

1
期:・

5
月
1

6
月

(
実
施
中
)
、
第
2
期:・
8
月
1
9
月、

第
3
期
:
・
日
月
j
ロ
月
、
第
4
期・
:
1

月
1
3月
(
各
期
8
週
間
)

対
象
人
数

1
期
に
つ
き
日
人
程
度

受
講
料
無
料

問
い
合
わ
せ
長
崎
障
害
者
職
業
セ
ン

タ
ー
(
長
崎
市
茂
里
町

8
0
9
5
8

⑭
3
4
3
4
)
 

健康テレホンサービス
ft0958-26-5511 

月 訪問看護

火 訪問歯科診療
月

水 ショートステイ・デイサービスの
フー 木 ホームヘルプサービス

金 寝一た日常き生り療活養用具L給必要付等な用事具業一

マ
土.8公的介護保険

「さ
く
ら
荘
」

開
館
記
念
演
芸
大
会

日
時

5
月
1
日
閥
、
午
前
日
時
加
分

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
集
会
室

皆
さ
ん
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
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看護の輸
5月12日は、ナイチンゲ-)レが生まれた日で

「看護の日」となっています。
その日にちなんで、、皆さんに看護についての

理解と関心を深めてもらおうと、下記の行事を
開催します。
家族での介護に役立てたい人、看護婦の仕事

に関心がある人、お気軽にご参加ください。

'Yr看護の日jの催し :'Yふれあい看護体験してみませんか
内容 i体験内容(見学と実施)
①特別講演 : 身体の向きを換える、座らせる、車椅子ゃ
くテーマ>障害者と共に生き:ポータブjレトイレへの移動、身体を拭く、洗

る一共同生活34年 j髪、手浴、足浴、爪きり、寝巻やパジャマを
から思うこと著替えさせる、尿器 -便器 -おむつ交換の世

師>近藤原理先生 :話、リハビリテーション、話し相手、散歩な
(長崎純心大学教授);ど

②介護用品展 :日程・施設名・人数
介護パンフレッ卜配布、在宅:①5月14日(火)
介護相談コ ナ : 老人保健施設う〈いすの丘 1日 5人
③骨年齢測定の実施 : 中津病院 1日 10人
期日 5月11日 (土 貞松病院 1日5"-'6人

(午後 1時"-'4時市立病院 午後 5"-'6入
国立長崎中央病院 : 国立長崎中央病院 午後 18人
地域医療センタ j②5月16日(木)

問い合わせ ; 国立療養所川棚病院 1日 15人
国立長崎中央病院 :問い合わせ 長崎県看護協会大村東彼支部
看護の日実行委員会; ①は国立長崎中央病院⑫@3121 吉田)

(包 @3121、瀬戸口): ②は国立療養所川棚病院
Cft0956@3121 

育てよう広げよう

所

く講

士曇

知的障害者通所施設

「さっき園jが開園

知
的
障
害
者
の
通
所
施
設

「さ
っ
き
園
」
(
大
安
タ

エ
子
園
長
・
定
員
初
人
)
が
東
大
村

1
丁
目
に
完
成

し
4
月
5
日
、
開
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
国
は
、
知
的
障
害
者
の
人
た
ち
の
自
立
・
更
正

を
援
助
し
よ
う
と
、
必
要
な
保
護
・
訓
練
・
指
導
に

府
当
た
り
ま
す
。
日
課
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
作
業
で

一一
は
、
草
子
製
造
や
香
り
袋
の
詰
め
替
え
作
業
の
ほ
か
、

ミ
カ
ン
な
ど
の
果
樹
栽
培
も
行
わ
れ
、
入
国
者
は
毎

日
家
庭
か
ら
通
所
し
、
ゆ
と
り
の
あ
る
生
活
を
通
し

て
、
社
会
的
自
立
を
目
指
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
福
祉
課
福
祉
係
お
よ
び
さ
っ
き
園

合
⑭
5
0
2
3
)

自
立
・
更
生
を
援
助
す
る
「
さ
っ

き
園
」

(
4
/
5
・
東
大
村

1
丁
目

矢沢)

ボランティア活動良い戸(4月10日)にちなんで

全国建具組合では、昭和60年か

ら4月10日を建具の日としてさま

ざまな行事に取り組んでいます。

大村木工業協同組合(坂井馨一代

表・ 10人)も、この行事の一環と

して奉仕活動を行いました。

今年は、福祉センター・各公立

保育所の建具の補修や調整を行

い、皆さんから大変喜ばれました。

水洗便所改造資金の融資
〆 〆 〆

あっ旋額がヲf上げられま'した

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
付
け
ま
す

H
受
付
期
限
は

5
月
凶
日
ま
で
H

減
免
の
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

等
と
は
、
身
体
障
害
者
等
が
取
得

し
、
ま
た
は
所
有
す
る
自
動
車

(
身
体
障
害
者
で
年
齢
日
歳
未
満

の
も
の
ま
た
は
精
神
障
害
者
に
あ

っ
て
は
、
そ
の
者
と
生
計
を
一
に

す
る
者
が
取
得
し
、
ま
た
は
所
有

す
る
自
動
車
を
含
む
)
で
、
も
っ

ぱ
ら
当
該
身
体
障
害
者
等
の
通

学
・
通
院
・
通
所
も
し
く
は
生
業

の
た
め
に
当
該
身
体
障
害
者
等
と

生
計
を
一
に
す
る
者
が
運
転
す
る

も
の
で
す
。

手
続
き
は
次
の
通
り
で
す
。

持
参
す
る
も
の

①
納
税
通
知
書

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

水洗便所改造に伴う改造資金の融資あっ旋

額が、 30万円から 40万円に引き上げられまし

た。

。貧付金利は無利子 (市が負担します)

O償還方法は、 50か月以内です。

。平成 8年4月 1日以降の申請からの適用と

なリます。

※融資あっ旋の条件など詳しいことは、下水

道業務課料金係までお問い合わせください。

自動車税納期限は

14-

手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害

者
の
公
費
の
負
担
に
係
る
患
者
票

お
よ
び
精
神
障
害
の
状
態
に
関
す

る
証
明
書
で
交
付
の
日
か
ら

一
年

を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

③
運
転
免
許
証

④
印
か
ん

⑤
車
検
証

申
請
期
間

納
税
通
知
書
が
お
手
元
に
届
い

て
か
ら
納
期
限
の

7
日
前
(
平
成

8
年
5
月
M
日
)
ま
で
。

※
申
請
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
減
免

を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
税
務
課
市
民
税
係

5月31日までです!!
~忘れずに納付じましょう~

なお、自動車を廃車したり譲渡しても、抹

消登録や移転登録を行わないと、いつまでも

税金がかかりますので、必ず登録を行ってくだ

さい。

問い合わせ

自動車税事務所 Cft0958⑫ 8835. 8836) 



電
話
加
入
権
を
公
売

市
税
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た
電

話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時
H
5
月
紅
白
側
、
午
後
1
時
初
分

場
所
H
市
役
所
第
3
会
議
室
公
売
方

法
H
一
般
競
争
入
札
代
金
納
付
期
限

H
即
納
持
参
す
る
も
の
H
印
か
ん
、

代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
公
売
台
数

H
若
干
問
い
合
わ
せ
H
税
務
課
収
納

係
*
N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら
れ

な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取
り
消
し

ま
す
。
な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に
完

納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
売
を

中
止
し
ま
す
。

平成 8年 5月号

採用試験
試験職種 受験資格

大学卒業程度の学力を有し、昭和43

士 木 年4月2日から49年4月1日までに

生まれた人

薬剤師法による厚生大臣の薬剤師免

薬 剤師 許を有する人で、昭和43年4月2日

以降に生まれた人

員

広報おおむら

市職

国
家
公
務
員
採
用
語
験

日
大
卒
程
度
H

①
I
種
試
験

資
格
H
昭
和
お
年
4
月
2
日
j
m
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
人
第
一
次
試
験
日

6
月
日
日
間

②
国
税
専
門
官

資
格
H
昭
和
弘
年
4
月
2
日
l
同
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
人
第
一
次
試
験
H

6
月
勾
日
出
・
お
日
川

③
労
働
基
準
監
督
官

資
格
H
昭
和
初
出
年
4
月
2
日
l
m
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
人
第
一
次
試
験
日

6
月
辺
日
出
・
お
日
間

④
日
種
試
験

資
格
H
昭
和
必
年
4
月
2
日
j
印
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
特
例
あ
り
)

第
一
次
試
験
H
7
月
7
日
間

⑤
法
務
教
官

資
格
H
昭
和
必
年
4
月
2
日
l
m
年
4

市内に住んでいる人または、採用

後住むことができる人

各職種とも若干名

8月1日

5月24日(金)

6月2日(日)

所定の申込用紙(人事課または、

各出張所にあります)に記入のう

え応募してくださ~ '10 

人事課(ft⑬ 4111 内線270~272)

採用の条件

採用 人 員

採用予定日

申込期限

第一次試験

応募方法

月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
特
例
あ
り
)

第
一
次
試
験
H
6
月
幻
日
出
申
込
期

間
H
①
②
③
④
⑤
い
ず
れ
も
5
月
7
白

川
j
u
日
附
問
い
合
わ
せ
H
人
事
院

九
州
事
務
局
(
岱
0
9
2
・
4
3
1

・
7
7
3
3
)
*
国
税
専
門
官
に
つ
い

て
は
、
諌
早
税
務
署
(
岱
⑫
1
3
7

0
)
で
も
お
尋
ね
に
な
れ
ま
す
。

警
察
宮
採
用
試
験

①
警
察
官
A

(
通
常
)

資
格
H
昭
和
但
年
4
月
2
日
j
印
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
男
子
で
、
4
年
制
大

学
を
卒
業
し
た
人
(
来
春
卒
業
見
込
み

含
む
)

②
警
察
官
A

(
特
別
)

資
格
H
昭
和
但
年
4
月
2
日
j
印
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
男
子
で
、
4
年
制
大

学
を
卒
業
し
た
人
(
平
成
8
年
9
月
初

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
含
む
)
*
①
②

い
ず
れ
も
申
込
期
間
H
5
月
日
日
間

j
m
日
制
試
験
日
H
7
月
U
日
間

試
験
地
H
長
崎
市
問
い
合
わ
せ
H
最

寄
り
の
警
察
署

防
衛
庁
聡
員
採
用
誌
験

日
大
卒
程
度
H

問い合わせ

。
I
種
試
験
(
上
級
係
員
)

資
格
昭
和
お
年
4
月
2
日
j
叩
年
4

月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
学
歴
は
問
い
ま

せ
ん
)

O
E種
試
験
(
中
級
係
員
)

資
格

①
昭
和
必
年
4
月
2
日
j
印
年

4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
(
学
歴
は
問
い

ま
せ
ん
)

連
休
期
間
中
目
別
一
銭
山
ノ
」
の
お
知
ら
せ

。
燃
や
せ
る
ご
み
(
可
燃
物
)

4
月
m
日
制
か
ら
5
月
6
日
間

ま
で
の
聞
の
日
曜
日
、
祝
祭
日
の

「
ご
み
収
集
」
は
休
み
ま
す
の
で
、
減

量
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

0

0
燃
や
せ
な
い
ご
み
(
不
燃
物
)

日
割
表
ど
お
り
の
収
集
と
な
り
ま

す
。

。
し
尿
汲
取
り

「ご
み
収
集
」
と
同
様
の
休
み
と

な
り
ま
す
。

②
昭
和
閃
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
た

人
で
、
短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学

校
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
来
春
卒
業
見

込
み
の
人

③
防
衛
庁
が
②
と
同
等
の
資
格
が
あ
る

と
認
め
る
人

申
請
期
間
5
月
日
日
間
j
n
日
附

受
験
案
内
請
求
・
問
い
合
わ
せ

福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
部
総
務
課
人

事
係
(
〒
腿
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東

2

m

7

8

0

9

2

4

7

2

1

2

 

3
2
1
)
 

専
門
調
理
師
・
調
理
按
能

土
に
係
る
国
家
試
験

毎
年
、
前
期
と
後
期
に
分
け
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

前
期
H
「
す
し
料
理
、
中
国
料
理
お
よ

び
給
食
用
特
殊
料
理
」
申
請
書
申
込

期
限
H
5
月
刊
日
制
(
前
期
分
)

*
受
験
申
請
手
続
き
や
後
期
の
内
容
・

申
込
期
限
に
つ
い
て
は
、
附
調
理
技

※
連
休
中
に
、
家
庭
か
ら
出
た
「
ご

み
」
で
お
困
り
の
場
合
は
、
直
接

清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ

*
大
量
の
ご
み
・
粗
大
ご
み
を
は
じ

め
、
商
居
・
事
業
所
か
ら
の
持
ち

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
這
怖
セ
ン
タ
ー
(
包

⑭
3
1
0
0
)
 

術
技
能
セ
ン
タ
ー
(
8
0
3
3
5

8
4
1
9
3
1
)
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

5月26日(日)

※雨天の場合は中止します。

場所郡川・鬼橋の上流

問い合わせ増川 (ft⑧7349)

郡川の自然に
;親しもう会を開きます

日実月

-15-



経
理
事
務
妓
術
講
習
会

婦
人
の
就
業
機
会
の
拡
大
と
就
業
条

件
の
向
上
を
目
的
と
し
た
技
術
講
習
会

で
す
。

科
目
H

経
理
事
務
初
級
(
簿

記
3
級
受
験
・
ワ
ー
プ
ロ
基
礎
)
定

員
H
m
人

期

間

H
5
月
日
日
制

1
6

月
7
日
制
(
土
・
日
曜
お
よ
び
祝
日
を

除
く
)
時
間
H
午
前
日
時
l
午
後
4

時
場
所
リ
国
際
情
報
科
学
専
門
学
校

諌
早
校
(
諌
早
市
栄
田
町

9
3
3
8

⑧
0
5
3
7
)

資
格
H

・
受
講
後
、

再
就
職
を
希
望
す
る
初
心
者
の
女
性

で
、
求
職
活
動
を
し
て
い
る
人
・
全

日
程
受
講
可
能
な
人
受
講
料
H
無
料

(
教
材
費
は
自
己
負
担

)

申

込

期

限
H
5
月
8
日
制
申
込
方
法
H
受
講

場
所
に
備
え
付
け
の
受
講
申
込
書
に
よ

り
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合

わ
せ
H
長
崎
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ

ー

(
8
0
9
5
8
⑩
9
0
3
0
)

新商品・新技術開発などに

資金を援助

長崎県ふるさと産業(しまのふるさと産業)
振興事業費補助金

青
年
海
外
協
力
隊

審
の
募
集
説
明
会

資
格
H
満
却
歳
か
ら
mm
歳
ま
で
の
日
本

国
籍
を
も
っ
人
募
集
期
限
H
5
月
紅

白
幽
募
集
説
明
会
H
・
5
月
日
日
側
、

午
後
6
時
加
分
佐
世
保
市
中
部
地
区
公

民
館
・

5
月
日
日
刷
、
午
後
6
時
却
分

諌
早
市
民
セ
ン
タ
ー

-
5
月
初
日
間
、

午
後
6
時
加
分
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
H
県
国
際
交
流
課

(
8

0
9
5
8
⑫
1
1
1
1
)
 

自
衛
富
採
用
試
験

。27限資 。
白日 11 格二
衛(月)5 11 等
接月 18陸
!t 21戚今
聖 日以海
f 上
議(火)-27空
生 るよ歳士

引
11 申
5込
月 期

長崎県では、県内で産出される原材

料や伝統的な技術などを生かして長崎

県の特産品づくりを目指す方々を対象

に、新商品-新技術開発などに必要な

資金を援助します。

補助対象者 協同組合、中小企業者、農・林

-漁業者を構成員とする団体など

新商品・新技術開発事業、

需要開拓事業、人材養成事業

補助限度額 制万円

提 出期限 5月24日(金)

詳しくは、県観光物産課 (ftω58⑫9690)へ。

資
格
H
n
歳
以
上
お
歳
未
満
申
込
期

限
H
5
月

M
日

制

試

験

日

H

6
月

2
日
凶

・
お
日
出
(
飛
行
要
員
の
み
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
リ
自
衛
隊
大

村
募
集
事
務
所
(
包

⑫

6
2
1
7
)
へ

基
地
が
一
般
に
開
放

さ
れ
ま
す

海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
基
地
開
隊
記

念
日
行
事
と
し
て
、
基
地
が
一
般
に
開

放
さ
れ
ま
す
。

日
時

H
5
月
初
日
間
、

午
前
9
時
i
午
後
3
時

場

所

H

大
村

航
空
基
地
催
し
も
の
H
航
空
機
地
上

展
示

・
訓
練
風
景
な
ど
パ
ネ
ル
展
示
・

航
空
機
体
験
搭
乗
(
当
日
抽
選
)
・
祝

賀
編
隊
飛
行
・
カ
ラ

i
ガ
l
ド
演
技
・

模
擬
庖
(
露
居
)
・
そ
の
ほ
か
記
念
日

行
事
な
ど
問
い
合
わ
せ
H
大
村
航
空

基
地
広
報
室
(
岱

⑫

3
1
3
1
内
線

2
0
9
)
 

新設 1114番」

NTTからのお知らせ

補助対象事業

お話中調べの専用番号 1114番Jを

新設しました。

これにあわせて 1113番」は、故障問

い合わせなどの専用番号となります。

問い合わせ NTT諌早支庖113担当

(ft⑫ 0399・無料)

図書館から

セ
カ

寸7 /

リド
ス

ネ

ホイ
フア
マ ヤ

ンl
著一 一 一一一一

〈一 般 書〉 豚の報い(又吉栄喜著)/この国のかたち 5 (司

馬遼太郎著)/灰暗い水の底から(鈴木光司著)/浅草偏奇館の殺人

(西村京太郎著)/浮く女沈む男(島田雅彦著)望みしは何ぞ(永井

路子著)/食べられる女(マーガレット・アトウッド著)/密約の地

(ジャック・ヒギンズ著)/鍵は「台湾」にあり深田祐介・金美

齢著)/情報、官邸に達せず(麻生幾著)/オウム法廷(佐木隆三著)

このほかにもたくさんの新着図書を用意しています。どうぞご利用

くださ t) 0 

新着図書のご案内

飛行機事故で生き残り狼に育てられた

青年と、離婚寸前の人妻に生まれた奇跡、

のラブストーリー。アメリカを代表する

実力派女性作家、最大のヒット作。

読む知る考える
きみも三冠王

カンド・
モヨテャー~第38回こどもの読書週間~

( 5月1日"""'14日)

子どもは本が大好きです。字が読

めなくても、大人が読んであげれば

十分本の世界

を楽しむこと

ができます。

どうぞたくさ

ん読んであげ

てください。

図書館には絵本-童話・科学の本

などいろいろな本があります。ご家

族そろってお出かけください。お待

ちしています。
市立図書館 (ft⑫2457)

16-

問い合わせ



広報おおむら 平成 8年 5月号

なかちく公民館奮種講座のご案内
教 王--. 名 内 合円今唱

期 間 対象・定員 講師(敬称略)

チャレンジキャンプ 自分で歩き、自分で考えた食事を作り、自 8月16日(金)-20日(火)
小学 4-高校 宮路清正

然に抱かれて眠る。自分の可能性に挑戦し 4~白 5 日
inおおむら てみませんか。 一泊事前研修 5月から 3回

3年生 15人 大村レク協会

リズム ・歌 ・タンス ・自然とのふれあいを 5月13日一 7月15日 3-4歳児を 平野サキ子

なかよしランド 通して、こどもの豊かな成長と、親子のふ 毎週月曜日(10回) 持つ親子 峰ひとみ
れあいを深めます。 午前10時-11時 36組 永 岡 敦子

夢が広がる こどもたちの夢を大きく膨らます影絵づく 5月l3日一 7月15日 協力

影絵づく り教室
りをお手伝いしませんか。はじめての人で 毎週月曜日 (10回) 成人15人 おはなしの会
も大丈夫ですc 午後 1時-3時

楽しいアウトドア入門 キャン、プ概指導論に必要な基本的知識・実践的 6月17日 24日 7月1日
各専門講師

キャンプ指導者養成講座
技術を ・ゲーム ・ダンス・ソングな 月曜日(3回) 成人30人

大村レク協会
どを通して修得します。 午後 7時-9時

最近大村に転入された婦人を対象に、大村 5月15日一 7月17日

転 入 奥さま講座
の概況、方言、史跡めぐり、施設 ・観光地

毎週水曜日(10回) 婦人25人 各専門講師
見学、郷土料理などの学習を通して仲間の

午前10時~正午
屋外は午後

輪を広げます。 3時まで

手から心へ 手話は手から心へ気持ちを伝えるみんなの 5月16日-8月29日 長崎県ろうあ

手話中級講座
言葉です。聴覚障害者が安心して生活でき 毎週木曜日(15回) 成人30人 福祉協会大村
るよう、手話の中級を学習します。 午後 6時30分-8時30分 支部

[司Eニコ 齢 者 教
r主ム』、 心豊かに、いきいき生きるために!!品齢者 5月17日-7月19日

のための健康づく り、生きがいづ、くりハイ
毎週金曜日(10回)

60歳以上

フレッシュ大学講座 キング、軽スポーツなどを通して楽しく学 30人
各専門講師

習します。 午後 1時30分一 3時30分

学校週五日制対応事業 簡単な木工 ・竹細工などの制作を通して、 5月25日一11月23日 小学3年~

子ども工作教室
親子やこ どもたちのふれあいを深めます。 毎月第4土曜日(7回) 6年生または 中山新一郎

午前10時~正午 親子

健康づくりは、まず楽しく歩くことからは 5月一12月

健康 ウォーキング
じまります!!大村近郊の野山を自然と対話 月1回、 日曜日(8回) 成人または

池野和義しながらゆっくりペースで月一回歩きま 家族連れ
す。県外軽登山 l因。 午前 9時~午後 3時

申込期限 5月 7日 (火) 受講料は無料 (教材費は実費)

申込方法 往復はがき に、住所・氏名 ・年齢 (学校名、学年)・性別 ・電話 ・希望する講座名を一葉に l講座を書いて申し込んで ください。

申込多数の場合は抽選します。

申し込み・ 問l¥合わせ 中地区公民館 (松並 1丁目246-5ft⑨1376) 

勤労青少年ホーム

審種講麗 ~川

受講生ぼしゅう

曜 講座名 内
n廿&で・

科 理 家庭料理

月 卓 球 初心者

華 道 専正池坊

火

-余ιιーー 道 裏千家

華 道 池 坊

茶 道 表千家

水 華 道 安達流

ベン習字

余一~ 道 宗偏流

華 道 新池坊

木 卓球 初心者
ノfドミントン 市民体育館で

着物着 付
ノfッチワーク

ノ立¥Z アートフフワ 布 の花

各講座月 3回実施

講座時間午後 7 時~8 時50分

- 17-

短期講座予定

・フラワー ・アレンジメント

・初級英会話

-ハーブを楽 しむ

-応対の心とマナー

利用できる人 市内に在住、ま

たは市内の事業所に勤務する30

歳未満の勤労青少年

受講料 無料 (材料費は実費)

申し込み・問い合わせ

勤労青少年ホーム (福祉センタ

-3階 企 ⑮ 1353)

5月11呂{土)
・市コミセン 10 : 00~11 : 00 

・西大村コミセン 14 : 00~15 : 00 

・おむすびころりん(アニメ 10分) ・鬼の子とゆきうさ

ぎ(アニメ22分)・おおきなかぶ (アニメ21分)

| 5月11日(土)
・中地区公民館 1 0 : 00 ~ 11 : 00 

・べロ出しチョンマ(アニメ 15分)・くまのおいし ゃさ

ん(アニメ23分) ・どんぐりと山猫(アニメ20分)

問い合わせ :視聴覚ライブラリー(包 ⑭3161市コミセン内)

f 



= 初
白 こIC¥

支え言
書日昼
を 宏
読 豊

受 g霊
:a 

講」

生

江
戸
時
代
の
言
葉
や
風
習
な
ど
に
つ

い
て
、
書
か
れ
た
文
字
を
分
か
り
ゃ
す

く
解
説
し
、
従
来
学
習
し
て
い
な
い
歴

史
の
裏
面
な
ど
面
白
く
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
学
習
に
よ
り
テ

レ
ビ
の
時
代
劇
な
ど
興
味
深
く
観
ら
れ

ま
す
。
日
時
U
毎
月
第
1
・
第
3
水
曜

日
(
た
だ
し
、

5
月
は
日
日

-m日
)

午
後
2
時
1
4
時

場

所
H

市
立
図
書

館
会
議
室
講
師
H
日
本
古
文
書
学
会

市営住宅入居者

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃(月額・円)

上小路第二 2K 4，800 
l種

原 口 3 3DK 27，200 

中 央 2 3DK 
26，500 

2種
27，000 

植 キ公 2 2DK.3DK 19.500 
30，500 

会
員
佐
竹
茂
先
生
申
込
期
限
H
5

月

7
日
例

必

着

受

講

料

H

無
料

(
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
)
申
込
方
法
H

往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
募
集
人
員

H
m
人

(
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H
市
立
史
料

館
(
東
本
町
4
8
1
8
@

1
9
7
9
)

第

2
ロ
天
体
観
望
会

日
時
H
5
月
初
日
間
、
午
後
6
時
日
分

1
9
時

場

所

H
県
教
育
セ
ン
タ
ー

主
催
H
県
教
育
セ
ン
タ
ー
・
市
教
育
委

員
会
対
象
お
よ
び
定
員
H
市
内
の
小

・
中
・
高
校
生
・
一
般
で

1
2
0
人
程

度
※
小
・
中
学
生
は
保
護
者
同
伴
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
申
込
方
法
H

は

が
き
に
住
所
・
氏
名
(
参
加
者
全
員
分
)・

l種の上小路第二住宅と 2種 2DKの植松アノ'¥-トは

単身世帯入居可能住宅です。

申込期限 5月10日(金)

抽選日 5月20日(月)、午前10時305ナ~

入居日 6月1日(土)

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
申
込
先
H
県
教
育
セ
ン
タ
ー

内
総
務
課
企
画
係
ま
た
は
第
2
研
修
課

科
学
技
術
班
(
干
鰯
玖
島
1
丁
目
弘
の

2
)
申
込
期
限

H
5
月
日
日
間
必
着

※
雨
天
・

曇
天
の
時
は
、
望
遠
鏡
で
の

観
望
は
中
止
し
ま
す
c

た
だ
し
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
投
影
は
実
施
し
ま
す
。
※

第
3
回
は
6
月
幻
日
側
、
第
4
回
は

7

月
間
日
附

の
予
定
で
す
詳
し
く
は
、

県
教
育
セ
ン
タ
ー
(
岱

⑮

1
1
3
1

⑪

6
3
4
1
)
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト

対
象
人
員
H
ビ
ー
バ
ー
ス
カ
ウ
ト
(
新

I
年
生
の
男
女
)
日
人
申
込
方
法
H

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・

学
校
・
保
護

者
名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
申
込
先
H
板
谷
(
本

町
4
6
3
1
2

合

⑪

5
0
5
7
)

フ
ラ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
飛

行
機
の
見
学
会
や
フ
ラ
イ
ト
ス
ク
ー
ル

を
実
施
し
ま
す
。
多
数
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。
主
催
日
長
崎
航
空

附

日
時
H
5
月
5
日
出
、
午
前
日
時

j
午
後
3
時

会

場

H
長
崎
航
空
社
屋

・
格
納
庫
入
場
料
H
無

料

対

象
U

.
午
前
の
部
・
:
小
学
生
日
人
・
午
後
の

部
:
・
中
・
高
生
加
入
・
遊
覧
飛
行
・
:

小
学
3
1
6
年
生
7
人

締

切

日

H
5

月
1
日
制
必
着

そ
の
他
H
参
加
者
全

員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
布
し
ま
す
。
※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H
長

崎
航
空
蜘

フ
ラ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
係

(包
⑮

7
1
1
1
)

市 第

罪白
ヨ
ッ
ト
レ

ス

日
時

H

5
月
四
日
出
・
第
1
レ
l
ス

・
:
午
前
日
時
l
正
午
・
第
2
レ
l
ス・
:

午
後
1
時
i

3
時

場

所

H
陸
上
自
衛

隊
竹
松
部
隊
岸
壁
コ

i
ス
H

箕
島
大

橋
・
長
崎
空
港
・
陸
上
・
海
上
両
自
衛

隊
に
固
ま
れ
た
海
域
か
ら
北
側
3
海
里

前
後
の
海
域
※
見
学
さ
れ
る
人
は
、

竹
松
部
隊
の
正
門
か
ら
出
入
り
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
H
大
村
ヨ

ッ

ト
ク
ラ
ブ
(
岱

⑬

9
4
0
6
夜
間

⑫

0
3
9
0
)
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太
極
拳
愛
沼
会
会
員

対
象
H

一
般

練

習

日
H
毎
週
火
・
土

曜
日
、
午
後
7
時
1
9
時

場

所

U
市

武
道
館
(
第
2
火
曜
日
は
市
コ
ミ
セ
ン
)

会
費
リ
月
1
、
0
0
0
円

入

会

金

H

I
、
0
0
0
円
申
し
込
み

H
直
接
練

習
会
場
へ
問
い
合
わ
せ
H

原
(
包

@
4
6
9
1
)
 

社
会
人
初
。
者
水
泳
教
室

期
間
U

5
月
日
日
1
6
月

m日
毎
週
土

曜
日
、
午
後

6
時
j

7
時

初

分

場

所
H
屋
内
プ
!
ル
参
加
人
員
リ
初
人

程
度
指
導
員
リ
市
水
泳
連
盟
指
導
員

参
加
料
H
2
、
0
0
0
円
(
保
険
料
を

含
み
ま
す
)
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
H
市
水
泳
連
盟
事
務
局
(
梅
野
宮

⑮

3
8
4
2
)
 

婦
人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室

期
間

H

5
月
日
日

1
9
月
日
日
毎
週

水
・
金
曜
日
、
午
前
日
時
i
午
後
1
時

場
所
H
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
申
込
期

限
H

5
月
日
日
幽
ま
で
会
費

H

6

0
0
円
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
H

樋
口
(
包

⑪

3
3
9
0
)
ま
た
は
、

内
田
(
包

⑮

7
9
3
5
)

‘l 



平
成

8
年
度

日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

登
録
受
付
申

申
込
期
限
H
6
月
お
日
制
登
録
料
H

年
間
団
員
1
人
4
0
0
円
、
指
導
者
1

人
8
0
0
円
登
録
条
件

H
-
m歳
以

上
の
成
人
指
導
者
が
1
人
以
上
い
る
こ

と
・
小
学
生
以
上
の
団
員
が
山
人
以
上

い
る
こ
と
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

H

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

スポーツなどの相談は
体育指導委員ヘ

スポーツ行事の企画・運営のほか、次のよ

うなことについてのご相談に応じています0

・スポーツ活動のための組織の育成

・地域・公民館・スポーツ団体・そのほかの

スポーツ行事への協力

・スポーツに対しての理解を深める

・スポーツ振興のための指導助言

・レクリエーション活動の指導

体育指導員 (30人)

氏 名 住 pJf 電話番号

ホオ木ミニ 忠義 日泊町 ⑪0313 

浦山弘幸 日泊町 ⑭1783 

吉 川正嗣 陰平町 ⑭1977 

高 以 良 祐 治 小川内町 ⑫2868 

白漬千寿子 赤佐古町 ⑫4758 

宮本武昭 木場 1丁目 ⑬9628 I 

園 木 啓~ 東大村 1丁目 ⑭2239 I 

大 欣和夫 久原 2丁目 ⑫6751 

富浦 満 久原 1丁目 ⑮8119 

井津昭司 玖島 2丁目 ⑬0481 

朝 長 定 水主町 2丁目 ⑮0467 

青 山 美智子 水計町 ⑫2510 

飛口 贋 杭出津 2丁目 ⑧1497 

徳永光英 西大村本町 ⑭1271 

横 井 千 津 子 西大村本町 ⑭3464 

加瀬川哲文 池田 2丁目 ⑭5771 

三 嶋梨枝子 諏訪 1丁目 ⑭4683 

毛利友一 上諏訪町 ⑫9251 

栗山 洋 桜馬場 1丁目 ⑬1261 

吉田州男 協和町 ⑬1120 

田添一也 荒瀬町 ⑮3647 

山道雄二 宮代町 ⑮3752 

牛嶋知孝 鬼橋町 ⑧7751 

日IJ 田征一郎 鬼橋町 ⑮8330 

泉 恵 富の原 1丁目 @ 3094 

樫 山 一 恵 富の原 1丁目 ⑮2267 

熊田賢治 沖田町 ⑮2156 

山口信孝 福重町 ⑧2851 

仙波 ミツ子 松原 1丁目 ⑧7475 

福 l嶋健吉 松原 1丁目 ⑮7309 

ご
寄
付

h

f
，
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ご
好
意

;

1

(敬
称
略
)

。
香
典
返
し

平成 8年 5月号

社
会
福
祉
基
金
へ

V
吉
野
常
雄
(
陰
平
町
)

5
万
円

V
上
甲
恒
男
(
宮
小
路
1
丁
目
)
叩
万
円

V
池
亀
卓
夫
(
杭
出
津
3
丁
目
)
日
万
円

V
松
田
常
春
(
今
富
町
)
2
万
円

V
溝
口
ハ
ス
ヨ
(
乾
馬
場
町
)
叩
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
仁
位
ト
ミ
子
(
諏
訪
1
丁
目
)
却
万
円

V
松
山
正
敏
(
一二
城
町
)
日
万
円

V
大
馬
里
美
(
田
川
市
)

5
万
円

V
山
下
茂
一
(
玖
島
3
丁
目
)

5
万
円

V
上
野
虞
道
(
古
町
2
丁
目
)

5
万
円

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
森
永
悟
(
寿
古
町
)

5
万
円

V
牒
知
恵
子
(
今
富
町
)

5
万
円

広報おおむら

。

一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
野
崎
日
出
男
(
幸
町
)
叩
万
円

V
大
村
市
役
所
売
居
H

届
頭
募
金

5
千

6
6
0
円

松
原
幼
稚
園
へ

V
松
原
幼
稚
園
P
T
A
H
遊
具
ほ
か
日

万
円
相
当

福
重
幼
稚
園
へ

V
福
重
幼
稚
園
P
T
A
H
備
品
ほ
か
お

万
5
千
円
相
当

富
の
原
小
学
校
へ

V
措
方
悦
郎
(
久
原
2
丁
目
)
折
り
た

た
み
椅
子
叩
万
8
千
円
相
当

中
央
小
学
校
へ

V
平
成
7
年
度
同
校
卒
業
生
保
護
者
一

同
H
折
り
た
た
み
椅
子
日
万
円
相
当

黒
木
小
学
校
へ

V
宮
本
建
設
H
平
一
戸
つ
つ
じ
日
本

清
和
国
へ

V
ス
パ
ー
ク
ル
ア
サ
ヒ
H
パ
チ
ン
コ
招

待
・
弁
当
・
菓
子
・
飲
物
・
ベ
ッ
ト
2

台
初
万
円
相
当

V
大
村
養
護
学
校
リ
交
流
慰
問

V
京
都
大
学
落
語
研
究
会
H
落
語
公
演

慰
問

V
今
村
町
老
人
会
H
ゲ
1
ト
ボ
l
ル
交

流
慰
問

V
九
州
花
王
販
売
僻
長
崎
支
庖
佐
世
保

営
業
所
H
石
け
ん
ほ
か

慈
恵
荘
へ

V
俵
坂
久
美
子
(
西
大
村
本
町
)
乱
万
円

V
佐
藤
末
敏
(
水
計
町
)

3
万
円

V
森
功
(
諏
訪
2
丁
目
)

3
万
円

V
み
つ
る
グ
ル
ー
プ
リ
お
し
ぼ
り

V
飯
野
利
明
(
久
原
1
丁
目
)
生
花

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
1
丁
目
)
作
業

奉
仕

V
楠
啓
二

(
西
大
村
本
町
)
理
容
奉
仕

V
西
大
村
小
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
日
演
劇
慰
問

V
松
永
シ
ズ
エ
・
辻
ミ
チ
コ
(
松
並
1

丁
目
)
生
け
花
教
室
指
導

V
石
場
輝
(
多
良
見
町
)
手
芸
教
室
指
導

V
原
口
と
も
子
(
野
岳
町
)
介
護
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

V
黒
田
喜
寿
(
乾
馬
場
町
)
言
葉
の
リ

ハ
ビ
リ

泉
の
里
へ

V
花
田
美
子
(
大
川
田
町
)
手
作
り
く

す
玉

V
登
貴
和
木
会
リ
奉
仕

V
吉
野
政
成
(
池
田
1
丁
目
)
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

V
大
村
高
校

一
年
生
H
見
学
・
実
習

V
立
正
佼
成
会
H

供
養

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)
1
万
円

さ
っ
き
園
へ

V
池
田
タ
マ
コ

大
村
パ

l
ル
ハ
イ
ム
へ

V
板
山
信
子
(
玖
島
2
丁
目
)
生
花

三
彩
の
里
へ

V
九
州
花
王
販
売
特
長
崎
支
屈
佐
世
保

営
業
所
H
洗
剤
ほ
か

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村
1
丁
目
)
童

謡
・
唱
歌
・
読
み
聞
か
せ
交
流

V
大
村
地
区
婦
人
会
H
2
万
円
・
せ
っ

け
ん
・
タ
オ
ル
・
民
踊
交
流
会

V
吉
川
静
枝
(
植
松
3
丁
目
)

1
万
6

千
8
7
4
円

V
C
S
サ
ー
ク
ル
H
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交

流V
玖
島
中
学
校
2
年
1
組
合
唱
団
・
同

保
護
者
U
合
唱
・
演
奏
交
流

V
松
添
テ
ル
(
浦
和
市
)
子
作
り
子
さ

げ
袋
ほ
か

V
馬
場
正
人
(
小
川
内
町
)

2
万
円

19 

(
雄
ケ
原
町
)

日
万
円



康おレジター5月の
5
月
は
、

軽
自
動
車
税
と
固
定
資
産
税

(
1期
)
の
納
期
で
す
。

(
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
)

1日 妊婦教室(1) 中地区公民館 13:30-16:∞ 158 妊婦教室(3) 中地区公民館 9:30-13:00 

(水) ⑮母子健康手帳
(水) ⑮母子健康子帳、エプロン

2日 リハビリ教室「根気の会」 福祉センタ ー

(木) 13: 30-15: 30⑫周理実習、言語訓練 3歳児健康診査 大村保健所

⑧9: 15-9:45、13:00-13 :30 

38 当番医 ⑧平成 4年11月生まれ(平成 4年 5月一10月生

(金祝)
(小) 須田小児科医院植松 3丁目 n@7200

16(木日) 

まれで、まだ受けていない人も受診してくださ

(眼) 計屋眼科医院 古町 1丁目 nC@6888

4日
当番医 ⑮母子健康手帳、問診票

(小) 田川小児医院 東本町 nC@4000 リハビリ教室 「根気の会j 福祉センタ ー

(土体) (外・胃)中国外科胃腸科 古賀島町 宮⑪0083 10 :00-15 :00⑮)¥スハイク (j11棚)

定期巡回献血 市役所玄関前 9:30-12:00

5日
当番医

('J、) 出口小児科医院諏訪 3丁目 nC@2252
(日・祝) (整) 橋口整形外科医院 竹松本町 n@8739 17日

1歳 6か月健康診査 市役所第 8・9会議室

⑧ 13 : 00 -13 : 30 

6日
当番医 (~ ⑧⑫… 9日(木)と同じ
(内・小)野口内科こども医院 西大村本町宮C@2339

(月，1体) (耳) 海江田医院 東本町 nC@3329 18(土日) 
耳とことばの相談 福祉センター

78 乳幼児健康相談 松原出張所 ⑧ 13:30-15:00
13 :00-15 :00 

(火) ⑮小児がん(神経芽)の検査セットを渡します

19日
当番医

8(水日) 
妊婦教室(2) 中地区公民館 13:30-16:00 

(日)
(内・小)与那城医院 池田新町 n@5575 

⑮母子健康手帳、ズボン (外・内.)[)原医院 宮小路 1丁目 色@8427

1歳 6か月児健康診査

20日
健康よろず相談 竹松出張所 13:30-15: 30 

市役所第 8・9会議室 ⑧13:00-13 :30 @血圧 ・コレステロール・ 貧血 ・肥満などで気

9(木日) 
⑪平成 6年10月生まれ (平成 6年5月一 9月生まれ (月) になる人、介護面の相談など ⑮建康子帳
で、まだ受けていない人も受診してくださ p)

⑮母子健康手帳、問診票、タオル、歯ブラシ

2(1火日) 
乳幼児健康相談 鈴田出張所 ⑧ 9:30-11:00 

(親子とも) ⑮小児がん(神経芽)の検査セットを渡します

1(022 日
成人の健康相談 福祉セ ンタ ー 13: 30-15: 00 

2(2水日) 
妊婦教室(4) 中地区公民館 13:30-16:00 ⑧40歳以上 ⑮血圧測定
⑮母子健康手帳

12日
当番医

(内・小)松井医院 久原 2丁目 n@6624
24(⑤ 日

成人の健康相談 福祉センタ- 13: 30-15 : 00 
(8) (産) 後藤産婦人科医院 西大村本町宮C@6015 @⑮…10日(金)と同じ

ことばの教室 市役所第 8・9会議室 9:30-16:00
当番医

(初めての人は、健康増進課まで電話で申し込
26(日日) (内) 川本内科医院 久原 1丁目 n@5675

13日 んでくださ p) ⑮母子健康子帳@ことばの発
(眼) みね眼科 東本町 2⑪3011 

(月)
達などが気になる幼児

一般健康相談 市役所健康相談室 13: 00-16: 00 

2(7月日) 
ことばの教室 市役所第 8・9会議室 9:30-16:00 ⑮血圧測定・みそ汁の塩分濃度測定ほか
⑮⑧…13日(月)と同じ

乳幼児健康相談 福祉セン ター

14(火日) 
⑧⑧@1離93 30~11帥 ⑧ 4か月児 訟tfJfEfif 暗号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

:30-15:00 ⑧10か月児以降歯科科指導衛生1による菌 @オ寺ってくるもの

乳食教室 当番医の診療時間 9:00-18:00 

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地

窓
側
@
4
1
1
1
)

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
附

編
集
/
秘
書
広
報
課

人口の動き

4月1日現在

口計 79.401
( -333) 

男 38，120
( -194) 

女 41.281
( -139) 

26.367 
(-34) 

)は前月比

平成7年国勢調査に基づく推計人口

(総務庁統計局から発表された速報に

基づき修正しています)

-20-

人

世帯数

一..__.._-一..__.._.._.._.一.._.._.._-・1
1 市民相談コーナー(秘書広報課)で、すべて無料で、行っています。

5 お気軽にご相談ください。

月 人権相談 ( 2 日 ・木 10:α)~15:∞)

の 行政相談 ( 9 日・木 9:30~12:ω)
疋 法律相談 (15 日 ・水 10:ω~15:∞)
例 (法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります)

il 交通事故相談 (21日 火 1附~16:∞)
首 年金相談 (加 ・ 水 10:∞~15:ω)
l 不動産相談 (24 日 ・ 金 13:ω~16:ω)

※受け付けは午前8時30分からです(電話での受け付けはLミたしません)。
~.._.._.._..ーー..ー闘いーー.._.._.

5月の大村ポート (3日-8日 ・日刊杯争奪GW特選、 18日-23日・九スポ杯

争奪新鋭リーグ第 8戦 29日-6月2日)
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